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ノ墜し．人工原語奉養エの笥軋とするため．泉郷蚤を夷絶した．その玖頃邑   

尊命すろと．受胎率は．前置虞より 解々恩＜．事前凱＝二ついて叔ろと   

急蜃が最℃高く 以下．秋冬 冬争 穿寧⑦頃仁底てし．乳．地区別そ・抵   
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琉針乳句がみら札た．一党略史色盲の原因としては虜季に倉りる責苛冷罵   

の影響1三よる．生匿頗庵の取返lこよろものと使祭主札ろが．全額句亡都下   

の乳牛rろ男ノ弛更岐 全回㊥にみて かなり牡鹿．仁秀って．蚤鷺を不頓只倉   

らしのる一因ともなっておりヱのことは飼養現項庖犬，に伴う．珂湊現象   

免停の恩化に鷹因すろも◎と雇えらオしるのでt 紫麓皮紆の中上とともlニ   

飼藤改善に岡する贋貯め普及 取直を射する必吾があろと願われる  

ダ歎の絶帝狙の夜突と盈薗哩仁閲する研曳  
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歎オ現象は．体型蔭＝二【ま休鮭ろ伸びヒ．後鮭の九泉．燕リ手鑑け＝は．賛億   

痕を昇く㌻るニヒゝ脆角度蜃去・よば常草書来客をら試、仁救命歩貰う中上と   

弓庶としているが元来，玖の准将厳には及発か玩リ．ヱの多少l式屋床   

の長三に宙与し．王ら巳l式慮両軍t二屯彩魯が勿るのごはないかと∴云1つ斉して   
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3J喧骨敬の虞伝に科する畢賢．  
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他と軋致してヱヱ型の発見が少な＜ ①と◎はヱヱ塑？ノノ耳が多い．  
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ヱJ俵常祝っ葦気宰の鹿席  

蔚環の珂奄ー二よっこ 概搭二蜃硬か／荷効モは囁いかと老えし几る珍モ   

父厭々邸取⑦鹿野教⑦刹昨卜一てし、尽い℃の且つし．こ，柳昏後攻め学長   

率（一礼ノ）旬鹿足を待ったとヱろ，泰7かよび象牙のよシ盆葛釆乞繹宣  

即ろ＿ 友クき耳 J占五度に太研鬼左胎めた当藤 点ビ創教が少ない   
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局苑行の「啄の敢象のため⑦経常吸に肉する研免⊥ より引用した∴  

｛承認・粉鮫・軍型餌軋による内取の肥育就敬  
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肴取材風味鱒忍｝で草えるか氷で乗っこ与えることが綻泉⑦慣行と訂っ   

ているが、ニれそiま餌凰給与仁多くの労力石．皐レ．珂槽に多くの面顕左政   

客ヒレ1布原の輿市費頭数飼発生行う上l二観マ本邦含があるあ玖ならす二   

等には珂札兇暴乗の利用度下から庚ー歎の珂寿餌困の楚覆車 蜃風量営上現   

計を草する急が多いと老九られるのモー JP隼艮◎冬群款験Jユ引晩王jタ   

東泉t÷去、し 

Z式領有菜  

くり 試畏敬一、書琴虻い思のヲーフシや二畳め壁聴から生厘さ九た子風を．  火凍区々零粉乳区j象 同型餌風邑3現に令サたレ 琢磨の左主任．ノ‡く   
錬区ぼヂ．夕刊ヱ 叡貿区；可型何周区はP．ヱ∫切㌔でらる。  

（り 款玖鯛呵 平方簸旦／ナK才から鼓験を斬ぬレオクk革 までを前野と  

し その後．ぎ£k子音∈を敏明とした∴ 針鼠阻痢は昭和jデ庄吉乳逓  

岩上ら ノしっ冒プヨ玉 モとした＿ 。  

（j）阿礼の藍環とぬ与方法．飼＼雪トは全寮凛のノ〃ろL）養取軒粗で そオ温  
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